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論文内容の要旨
本論文は，計算機ソフトウェアにおけるユーザインタフェイスの改善とその評価に関する研究をまと
めたもので，本文 2 章と結論からなる。
最近，電子計算機システムの広汎な普及と利用分野の拡大にともない，計算機ソフトウェアのユーザ
インタフェイス (U 1 F) の向上の必要性に対する認識が深まりつつある。
本論文の第 1 章では本分野の研究の必要性と現状を概説している O
第 2 章では，アプリケーションプログラム (AP) における良好なUIF提供の妨げとなる種々の原
因をあげ，それらの問題を解決し， APでの良好なUIF提供を可能にするユーザインタフェイス作成
支援システムUISEを提案し， U 1 S Eの設計方針，機能，実現手法について報告している。 UIS
E は，従来AP ごとに設計されていたUIFを一括して管理しこの一括管理されたUIF を UIF記
述言語UIDLを用いてAPから利用することで，比較的高度なUIFを，従来の手法による場合より
少ない手間で実現することを目指したものである。また，同時に複数AP間でのUIFの自然な統ーも
可能にする。 UISEを用いることにより， AP のプログラマはAP のUIF を容易に記述でき， AP 
のユーザ、は統一的で良好なUIF を利用できることを述べている。
第 3 章では，良好なUIFを提供するための基礎研究の一環として，ポイント装置とこれを利用する
ためのソフトウェア手法との組み合わせ(ポイント手法)の効果について実験結果をもとに論じている。
実験では，マウス，タッチパネル，カーソルキーの 3 種類のポイント装置について，それぞれ数種類の
ポイント手法を用意し，メニュー，アイコン，テキスト中の語の 3 種類の選択対象に対するポイント動
作の所要時間，エラー率などを測定している。その結果， (1)ポイント動作のために机上に広いスペー
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スを必要とするマウスを，より狭いスペースであまりポイント効率を落とさずに利用することができる，
(2) 一般にポイント効率の悪いとされるカーソルキーでもメニュー選択のモデルでは他の装置と同程度
にポイントできる (3) ポイント手法が効率に影響を持ちポイント装置の長所を引出し欠点を補える，
などの結果を得ている。そして，この結果をもとに，マウス及びタッチパネルでのポイント効率改善の
ための手法について提案し，提案した手法の有効性を実験を行い検証している。
第 4章の結論では，本研究で得られた主な結果をまとめ，今後の研究方向について述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，計算機ソフトウェアにおけるユーザインタフェイスの改善とその評価について，
(1) アプリケーションプログラムでの良好なユーザインタフェイス提供のための一手法であるユーザイ
ンタフェイス作成支援システムUISEの設計，機能，実現手法と，
(2) 対話型ユーザインタフェイスで広範に利用されている各種ポイント装置とソフトウェア手法の組み
合わせのポイント効率への影響とソフトウェア手法の応用について述べている。その成果を要約すると，
(1)では，本論文で用いた手法が，従来手法と比較してアプリケーションプログラムのユーザに大きな
自由度を与え，また，プログラマにとっても，広範なアプリケーションプログラムにおいて，統一のと
れた比較的良好なユーザインタフェイスを低コストで提供可能であることを， U 1 S E の設計思想，実
現手法，プログラム記述例をもとに述べ，本手法の有用性が高いことを示している。
(2)では，同一のポイント装置を用いても，カーソルの表示の方法や位置確定の手法などのソフトウェ
ア手法を変えるとポイント効率が変化することを実験結果をもとに示している。そして，この性質を応
用し，マウスを用いたポイントに必要な机上の作業領域の削減手法などの効果を確認している。
以上のように，本論文は計算機ソフトウェアのユーザインタフェイスに関して新しい知見を得るとと
もに，有用な示唆を与えており，この分野の発展に寄与するところが大きく，博士論文として価値があ
るものと認める。
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